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	 我々は、これまでに Biとイオン半径の近い Ndを用いることによって、結晶性および光学特性の良好
な Bi 置換量の大きな Nd0.5Bi2.5Fe4GaO12薄膜をガラス基板上に作製することに成功した。そして、大き

な磁気光学効果と垂直磁気異方性を同時に得ることに成功した [1]。今回は、Fe サイトを Ga によって
置換した Nd0.5Bi2.5Fe5-yGayO12薄膜について、トルク測定による磁気異方性の評価を行った結果について

報告する。 
	 ガラス基板（コーニング、イーグル XG）上に、MOD 法によりバッファー層として厚さ約 120 nm の
Nd2BiFe4GaO12を作製し，その上に厚さ 約 200 nm の Ga の置換量を変えた Nd0.5Bi2.5Fe5-yGayO12 (y = 0, 
0.25, 0.5, 0.75, 1) 薄膜を作製した。バッファー層は、MOD溶液（高純度化学研究所製）の塗布 (3000rpm，
60秒)，乾燥 (100℃，10分)，仮焼成 (450℃，10分) を 3回繰り返した後，本焼成 (700℃，3時間) に
より結晶化を行った。Nd0.5Bi2.5Fe5-yGayO12 (y = 0, 0.25, 0.5, 0.75, 1) 薄膜はバッファー層上に塗布から仮焼
成の行程を 5回繰り返した後，本焼成 (700℃，3時間) によって結晶化を行った。 
	 Fig.1 にファラデースペクトルのピークにおける Nd0.5Bi2.5Fe5-yGayO12薄膜のファラデーヒステリシス

を示す。Ga置換量の増加に伴ってヒステリシスの形状が変化しているのがわかる。Fig.2 に 2 kOeの印
加磁界における Nd0.5Bi2.5Fe5-yGayO12薄膜のトルク測定の結果を示す。Ga 置換量の増加に伴って磁気異
方性定数 Keff はマイナスからプラスになっていることがわかる。以上のことから、我々が開発した

Nd0.5Bi2.5Fe5-yGayO12薄膜は、大きなファラデー効果を維持したまま、磁気異方性を制御することが可能

であることがわかった。 
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Fig.1 Faraday hysteresis of  
Nd0.5Bi2.5Fe5-yGayO12 (y = 0〜1) films. 

Fig.2 Torque curves of  
Nd0.5Bi2.5Fe5-yGayO12 (y = 0〜1) films. 
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